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【研究・技術紹介】 

優れた機能性を有する複合酸化物や複合材料の開発を行っています。これまでに, 全固体リチ

ウム電池への応用を目的とした固体電解質, CO2, NO2, Cl2, VOC などを検知する固体電解質

式および半導体式ガスセンサ, 多核錯体を用いた均質複合酸化物, 癌治療を目的とした磁性材

料, 福島の除染や環境浄化を目的としたゼオライト, レアアースフリー蛍光体など, 様々な機

能性を有する複合酸化物や複合材料の開発を行なってきました。これら酸化物の機能性は作製

方法により著しく異なってきます。このような無機材料開発についての様々な経験と, 作製技

術や分析技術を有しております。 
 
テーマ１：環境を浄化するための吸着材料の開発 
本研究は東日本大震災の福島原発事故で飛散した放射性セシウム(Cs)を除染するための機能

性ゼオライトの開発からスタートしています。ゼオライトとマグネタイト磁性体ナノ微粒子を

組み合わせた複合材料（磁化ゼオライ

ト）を開発し福島の水田土壌に吸着し

た Cs を磁化ゼオライトに移行させた

後の磁選回収のプロセスを確立しま

した。また, この研究が基となり, 溶
液中の陽イオンや陰イオンの濃度測

定を行うための原子吸光度分析装置

やイオンクロマトグラフを用いて Cs
以外の有害な重金属イオンについて

も吸着除去できるゼオライトの開発

や陰イオンを吸着除去できる新しい

機能性ゼオライトの開発を行っております。 
 また, 各地の原子力発電所が廃炉になった際の放射性同位体の除染およびガラス固化によ

り処分方法についても研究を行なっております。 
 

 

 

図：開発したゼオライト-マグネタイト複合材料（磁化ゼオライト） 

(a) 開発した磁化ゼオライトが磁石に惹きつけられるところ, (b) 透過電顕(TEM)
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キーワード：ゼオライト, 吸着材料, 磁性材料, イオン濃度測定, 放射性同位体 
特許・論文：特願 2012-085613(PCT 国際出願 PCT/JP2013/56085), Journal of Nuclear Materials, 

508, 20-25 (2018).など 
社会実装について（どのような実用化につながる研究・技術であるか）：放射性同位体や重金

属などの陽イオン, ヒ酸やリン酸などの陰イオンなど, 環境を浄化するための吸着材料 
 

テーマ２：レアアースフリー蛍光体の開発 

照明や液晶用バックライトの光源として白色ＬＥＤに対応する高効率・

高輝度の蛍光体が求められています。一般的な蛍光体材料には Eu などの

レアアースが用いられていますが, 近年における資源供給の不安定さや

価格の高騰などを考慮しレアアースを含まないレアアースフリー蛍光体

の開発が重要な課題となっています。母体結晶をゼオライトとし, このア

ルカリイオンサイトに銀イオンを置換させることによりレアアースフリ

ー蛍光体となることは既に知られており, これはゼオライト細孔内に

生成する銀ナノクラスターによるものとされています。ゼオライト骨格

の種類や置換する銀イオンの量が蛍光強度や波長に著しく影響を与え

ることを確認しており, 少量の銀イオンで優れた蛍光強度を示す新規の 
蛍光材料の開発を行なっております。 

 

キーワード：蛍光体, レアアースフリー, ゼオライト 
特許・論文：Journal of Luminescence, 213, 482-488 (2019).など 
社会実装について（どのような実用化につながる研究・技術であるか）：蛍光材料 
 
テーマ３：医療に用いるための複合酸化物磁性体の開発 
本研究は医療への応用, 具体的には癌の焼灼療法に用いる複合酸化物磁性体の開発を行って

います。この磁性体の機能性は交流磁場中で発熱することであり, 磁性体ナノ微粒子をドラッ

グデリバリーシステム(DDS)により癌腫瘍に選択的に堆積させ, 交流磁場により癌腫瘍を焼

灼する「交流磁場焼灼療法」への利用が検討されています。この方法のナノ磁性微粒子の研究

はマグネタイト(Fe3O4)が主流ですが, 当研究室では Y3Fe5O12などの希土類ガーネット鉄フ

ェライトが, 従来のマグネタイトよりも格段に優れた発熱能力を持つことを発見し研究を行

なっています。 
 

キーワード：癌治療, 磁性材料, ナノ微粒子, 交流磁場 
特許・論文：特願 2009-213500 など 
社会実装について（どのような実用化につながる研究・技術であるか）：医療, 癌の焼灼療法 

 
【研究者から一言】 

私はこれまでに, 新居浜高専で約１０年, その後愛媛大学にて, 研究・教育を行なってきまし

た。愛媛県, 東予地区には愛着があり, 地域に役立つ研究を積極的に進めたいと考えておりま

す。現在の主たるテーマについて上記３件をあげさせていただきましたが, それ以外の研究に

ついて, １研究者として, また無機材料分野の分野長として, 気軽に相談をしていただきます

ようお願いいたします。 
  

図：開発したレアアースフリー蛍光

体（紫外線照射により可視光線を発
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